
北海道におけるペロブスカイト太陽電池の実証実験に関する協力事業者の募集

要項について 

 

第１ 目的及び取組内容 

（１）ペロブスカイト太陽電池は、積雪寒冷地での実証事例が少ないことから、 

北海道企業局夕張川発電管理事務所敷地内に設置し、耐久性や発電効率等 

のデータを取得・分析することで、北海道における実用化の可能性を実証す 

る。 

（２）ペロブスカイト太陽電池モジュール（パネル）は、大型化に伴い発電効率 

が低下することが課題の一つとなっていることから、設置するモジュール 

（パネル）は、道内でこれまで公表されている屋外実証事例を上回る面積を 

有するものとする。 

（３）令和８年度を予備試験期間として、ペロブスカイト太陽電池を夕張川発電 

管理事務所の屋根、または、外壁等に設置し、冬期の発電実績を踏まえ、令 

和９年度から実証実験に移行する。 

なお、本実証において設置する設備は、管理事務所等の既存電気回路には 

接続しないこととする。 

 

第２ 応募要件 

（１）令和８年度中に予備試験の開始が可能であること。 

（２）設置するペロブスカイト太陽電池モジュール（パネル）は、国産とし、１ 

枚当たり０．２㎡以上のフレキシブル型とする。 

 

第３ 実証実験開始までの流れ 

（１）「第２ 応募要件」について確認できた事業者は、原則として、全ての応 

募者を協力事業者として採用する。 

   ただし、設置箇所に限りがあることから、応募者多数の際は、提出され 

た応募様式の内容を確認の上、選考を行う場合がある。 

本募集の締切後、応募様式の内容に基づき、費用負担等を含む予備試験に 

向けた協議を開始する。 

 なお、協力事業者の決定に当たっては、事業者名等は公表しないこととす 

る。 

（２）予備試験に関する協議内容を定めた書類の取交し等は、必要に応じて行う 

ものとする。 

（３）協力事業者は、予備試験における発電可否について、令和９年２月２６日 

（金）までに任意の様式により当局に報告するものとし、その内容を踏まえ、 

実証実験への移行の可否や実証期間、設置箇所、実証内容、実証規模及び費 



用負担等について協議する。 

（４）実証実験に向けた協議が完了した協力事業者については、当局と連携協 

定を締結し、これをもって実証実験を開始することとする。 

（５）本実証に併せて、道民が目にする機会の多い北海道庁本庁舎や旧本庁舎 

（赤れんが庁舎）等、道庁敷地内でのペロブスカイト太陽電池の展示につい 

て、当局と協議することとする。 

 

第４ スケジュール 

実施内容 日程 

協力事業者 応募の受付 
令和８年 ９月 ２日（水）から 

令和８年１０月 ２日（金）まで 

予備試験に向けた協議 
令和８年１０月 ５日（月）から 

令和８年１０月２９日（木）まで 

協力事業者の決定 令和８年１０月３０日（金） 

予備試験 開始 令和８年１２月 １日（火）から  

予備試験に係る発電可否の報告 令和９年 ２月２６日（金）まで 

実証実験に向けた協議 
令和９年 ３月 １日（月）から 

令和９年 ３月 中旬   まで 

連携協定の締結 令和９年 ３月 中旬 

 

第５ 募集対象  

 本実証に係る募集対象は、次に掲げる者とする。 

（１）企業 

（２）学校法人 

（３）ＮＰＯ 

（４）各種団体 

（５）複数の企業や団体で組成されたコンソーシアム（共同体） 

 

 なお、協力事業者の決定後、上記（１）～（４）から（５）への変更、または、

（５）により応募した場合における当初の組成企業及び団体の変更については、

事前に当局の承諾を得ることとする。 

 

第６ 暴力団排除 

協力事業者を組成する企業等の内１者でも、暴力団（暴力団員による不当な行

為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77号）第２条第２号に規定する暴力

団をいう。）に該当することが判明した場合、当局は、直ちに当該協力事業者と



の本事業に係る取組を中止することができる。 

また、協力事業者を組成する企業等の内１者でも、その役員等が、暴力団、ま

たは、暴力団員と認められる場合、若しくは、暴力団、または、暴力団員である

ことを知りながらこれらを利用等していると認められる場合についても、同様

とする。 

 

第７ 北海道企業局と協力事業者の役割分担 

（１）北海道企業局 

  ・実証フィールドの提供 

  ・現場管理 

  ・ペロブスカイト太陽電池に係る情報発信 等 

（２）協力事業者 

  ・実証計画の立案 

・ペロブスカイト太陽電池及び関連機器等の調達、提供 

  ・設置工法の開発及び設備の現場設置施工 

・発電データ等の取得・分析 

・道内普及に向けた広報及び経済性評価 等 

 

第８ 応募方法 

 協力事業者として応募をしようとする者は、次のとおり応募様式を提出する

こと。 

（１）提出方法  郵送または持参 

（２）提出期限  令和８年１０月２日（金）１７時必着 

（３）提 出 先  北海道企業局 発電課 企画開発係 

〒０６０－８５８８ 

         札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館１０階 

 

第９ 応募様式の内容 

（１）事業者名 

（２）事業者形態 

（３）事業者住所・氏名 

（４）連絡担当者 

（５）設置希望箇所 

（６）実証期間（予定） 

（７）実証内容 

（８）提供モジュール（パネル） 

（９）実証規模 



（10）提供時期 

（11）その他、備考 

 

第１０ 応募様式の記入に係る注意事項 

（１）「事業者形態」は、第５（１）～（５）から選択し記入すること。 

（２）「事業者住所・氏名」は、「事業者形態」が第５（５）の場合、応募様式提 

出時に参加を予定しているすべての企業、団体について、代表事業者を先頭 

として記入すること。 

（３）連絡担当者は、「事業者形態」が第５（５）の場合、代表事業者に所属す 

  る者とすること。 

（４）「設置希望箇所」は、夕張川発電管理事務所敷地の内、実証実験において

設置を希望する箇所について記入すること。（別紙参照） 

（５）「実証内容」については、令和９年度以降の各年度に実施する取組内容案 

を記入すること。また、必要に応じ、実証実験の具体的なイメージが把握で 

きるよう、写真や図面等を挿入すること。 

（６）「提供モジュール（パネル）」は、提供予定のペロブスカイト太陽電池モジ 

ュール（パネル）メーカー名等について記入すること。 

 

第１１ 実証期間 

実証実験については、複数年度にわたる実施を想定している。なお、詳細な実

証期間については協議の上、決定する。 

 

第１２ 問合せ 

不明な点については、令和８年９月２５日（金）１７時までに、下記メールア

ドレス宛てに質問書を送信すること。 

kigyokyoku.hatsuden2@pref.hokkaido.lg.jp 

 

第１３ 協定締結後の協議 

 協定締結後、協定にない事項については、協議の上決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

設置場所 

 夕張川発電管理事務所敷地内 
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